
取得できる免許

［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

中学校教諭二種免許状（※） 

幼稚園教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

特別支援学校教諭一種免許状
小学校教諭一種免許状

※ 入学手続き時に行う意向調査（中学校教諭二種免許状の希望教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、家庭、英語））に基づき、大学が決定します。
　 できる限り希望に沿うように各教科への割り振りを行いますが、特定の教科に希望が集中することなどにより、第1希望の教科を履修できない場合があります。

附属特別支援学校での動画撮影の様子

英語専修では、4年間を通じて、英語文学、英語学、そして英語教育の3領域すべてを学修します。英語文学領域では、英語で書かれた世界の文学

について学びます。英語学領域では、英語の音声・文法・歴史についての科目を核として、学校教育に関連のある内容を学びます。英語教育領域

では、第二言語習得の理論を支柱としてさまざまな指導法を学び、実践につなげる方法を学びます。特に高校コースは、2年次以降、附属高校で

の模擬授業等を通して理論と実践の往還を図ることで、高い専門性を身に付けることができるように設計されています。また、義務・高校の

両コースは3、4年次に実習を行い、4年間の集大成として、英語で卒業論文を書きます。

4年間の学び

■ 2023年 2年次後期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

英語科
教育演習Ⅲ

＊上記時間割で示した授業科目以外に２年次前期の必須科目として遠隔方式（オンデマンド型）で実施される
　「発達障害のある児童生徒理解基礎」や「外国人児童生徒支援教育」があります。

1時限

2時限

道徳教育の
理論と方法

学校教育に
おけるICT活用

3時限 英文学概説

4時限

肢体不自由者の
教育課程・指導法

英語文学演習Ⅲ 学校体験活動Ⅰ

学校体験活動Ⅰ

異文化理解

スポーツⅡ

英語学講義Ⅱ中等英語科
教育法CⅠ

5時限

先輩Voice

世界へ羽ばたく「英語人」育成のための教育を目指します。
英語に関する専門知識、高度な英語力、そして実践的な教育力を身に付け、英語教育に精通した高等学校教員、そして、これからの中等教

育における英語教育を創造し、牽引できる教員養成を目指します。そのために、高等学校により焦点を当てた、深い専門的な内容を扱った

授業と、教育力と語学力を高める授業をより多く履修することができます。

3年生のプレゼミ風景

詳細はコチラ

1、2年次には、特別支援教育の概論のほか、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、

病弱の5領域すべての障害について、指導法や心理・生理・病理学等を広く学びます。3年次

からは、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由の4領域から一つの領域を選択し、学び

を深めていきます。また、特別支援学校、小学校、福祉施設等の学外実習等を通して、

実践力を高めます。右の写真のように附属特別支援学校と大学をテレビ会議システム

で結び、リアルタイムで授業を見ることができるような環境も整備されています。

4年間の学び

■ 2023年 2年次前期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等社会科
教育内容A

初等音楽科
教育内容A

1時限
初等英語科
教育法B

2時限
初等体育科
教育法A

聴覚障害者
心理・生理概論

初等算数科
教育内容A ポルトガル語Ⅱ

3時限 ライティングⅠ

4時限
知的障害者
心理・生理概論

英語コミュニ
ケーションⅡ

点字の基礎

英語学演習Ⅰ

英語学講義Ⅰ

病弱者の
教育課程・指導法教育システム論

5時限

先輩Voice

多様性を理解し、子どもの個性を見つめる。
特別支援教育専攻では、一人ひとりの子どもの特性を理解し、特別な配慮を実践できる教員を目指します。特別支援学校、あるいは 小・中学校の特別

支援学級の教員として、一人ひとりの子どもの特性に対応した指導・支援を工夫していける力を培っていきます。特別支援教育専攻では、視覚障害、聴覚

障害、知的障害、肢体不自由、病弱の５領域の教員免許状を取得できます。また、その基盤として小学校の教育に関するカリキュラムを位置付けています。

「子どもキャンパス」を通した子どもとのかかわり

動作法・月例会での研修の様子

視覚障害領域のアセスメント（演習）

動画視聴をしながらコンサルテーションの様子

詳細はコチラ募集人員

17名英語専修高等学校教育専攻

取得できる免許

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

　中学校教諭一種免許状（英語）
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

◎高等学校教諭一種免許状（情報）
［ 卒業要件に含める免許状 ］

高等学校教諭一種免許状（英語）

◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

特別支援教育専攻 募集人員

30名

撮影用タブレット端末 コンサルタント

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事後指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

学校教員養成課程 高等学校教育専攻 英語専修4年
愛知県立五条高等学校出身

学校教員養成課程 特別支援教育専攻4年
愛知県立刈谷北高等学校出身

障害のある子どもたちが
もっと安心して学べるように。
多角的な視点での支援を学んでいます。

どうしたら英語を楽しんで学べるか？
試行錯誤する中で見えた、生徒の変化。
教員の魅力を改めて感じた瞬間でした。

本専攻の魅力は、5領域すべての障害種について学びを深められる
ことです。一人一人の子どもへの理解を深め、多角的な視点で支援
や配慮について考えることができます。私自身は、子どもの頃から
弱視ということもあり、視覚障害教育に興味があります。見えない・
見えにくい子どものための教材や指導法、視覚以外の感覚を活用
して学ぶ方法などを探究しています。卒業後は、さまざまな困難を
抱える子どもたちが、安心して学び、よりよく生きるための環境づくり
や教育的支援を行っていくことが目標です。

英語教員は「英語ができる」だけでは務まりません。教科を分かり
やすく教えること、そして生徒を人として成長させることも大切な
役割です。だからこそ、英語を専門的に研究する先生と、現場経験
が豊富な先生の両方から学べる環境は、理想的でした。隣接する附属
高校の生徒に教えたり、現職の先生から授業やテストの作り方を
学んだり、「実践」の場も豊富です。英語が苦手な生徒が授業に楽しく
参加できるよう工夫するなど、試行錯誤する中で生徒の変化が
見られたときは教員の仕事のやりがいを感じることができました。
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